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赤や桃色の椿や山茶花の花は咲き終わりになったようです。変わって、道端のあちらこ

ちらに青々とした葉に白と黄の水仙が瑞々しく咲いているのが目につきます。節分が過ぎ、

暦の上では春とはなったものの海では白波立つほどの強風の中、咲いている水仙に心癒さ

れるこの頃です。 

 

この間、小学生の国語の授業と中学生の道徳の授業を参観しました。子どもたち一人ひ

とりが一生懸命学ぶ姿、自分の意見・思いを伝えようと思い切って発表する姿、その意見・

思いをもとに、ともに高めようと、まとめたり、違いと共感を探そうと頭をひねる姿、そ

して子どもたちの学びをより深めようと奮闘する先生の姿 が見られました。 

まとめの3学期。子どもたちに伝えてきた［5つのお願い］の個人としての目標、「気づき、考え、行動しよう」「目標をもち、い

ろんなことにチャレンジしよう」は、子どもたち一人ひとりがしっかりと取り組み、その成果が出てきていると確信しています。そ

して、集団としての「ともに創り、ともに輝こう」という目標を、これまで様々な行事や活動で味わった達成感・やりがいを、授業

の中で、同じように、お互いが高め合えるようにと、先生方と確認したところです。 

たくさんの人の中で勉強し発表する、自分を出していくことがまだまだ発展途中の子どもたちです。来週13日（月）の授業参観、

たくさんの保護者の皆さんの参観の中で発表することは、大きな自信となると思いますので、皆さんの参観をお待ちしています。 

 

［ 給食週間を終えて ］ 

１月最後の週は、全国学校給食週間でした。本校は行事の関係で毎年１２月に給食集会を行い、毎日おいしい給食を作ってくださ

る調理員さんにお礼を伝えています。今年は、３年ぶりでしょうか、保護者の方、

地域の方を招いての給食試食会も実施することができました。 

この全国学校給食週間にちなんで、郷土料理や長崎の食材を使ったメニューが続

きました。長崎といえばのチャンポン（右写真です）をはじめ、ヒカド、鯨のごま

みそがらめ、浦上そぼろ、長崎でとれたサバの塩焼き、きびなご、ゆで干し大根・・・。 

♬ 古いアルバムの中に 隠れて・・・♬ の歌ではありませんが、写真を見たり、

懐かしい音楽を聞けば、小さいころの情景が思い出だされます。 

それと同じように、何気なく食べたあのメニューも、食べたあの時、あの思い出

を思い起こすものです。「これ、あの時、食べた」「あそこで食べた そのとき・・」

と、食を通して、子どもたちの脳の活性、情緒の安定に繋げて（繋がるそうです）いければと思います。 

因みに、２月は、魚料理に注目！とのこと。イワシのかば焼き、焼きシシャモ、サバのゆずみそ焼き、タラのから揚げが出ます。 

そうそう、今日は、黒砂糖パンに、牛乳、五目うどん、ミンチカツ、そして、免疫力アップのブロッコリーのおかか炒めです。 

今日の夕食の話題に膨らましていただければうれしいです。 

 

２月の全校集会では、たくさんの表彰紹介がありました。図画、美術、書写の作品、小学校バドミントン大会の表彰。表彰を受け

た子どもたち、改めまして、おめでとうございます。（このあいだの中学生のバドミントン大会での表彰、これまた、おめでとう） 

そして、私からの話は、伝えたい言葉として、上杉鷹山公の「為せば成る 為さねば成らぬ何事も 成らぬは人の為さぬなりけり」

を紹介し、その言葉の話をしました。 

「『思っとっても やってみんばできるもんもできん まずはやる やろう せんば 行動しよう』『ひえじごごとならんで、前進、

前進』そう『勇往邁進』です。」と、弱気にならず前向きで を思い起こして行動してほしいと思っています。 


